
(管理規則第３条実施要領　別紙様式）

Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

〈授業〉

・生徒自らが問題発見をし、問題解決することに挑戦している。例えば、地域ボランティ
アを生徒が企画、運営し、取り組み後には次に向けての改善策を考えている。また、学校
行事においても、生徒が創る行事に取り組んでいる。
・授業の学びの場面だけでなく、日常生活においても、探究する姿勢がまだ弱い。
・不登校生徒が、52名（８％）いる。※全国平均 5.98％（R4）

・生徒はゴールをイメージし、それに向かって主体的に学習を始めつつある。しかし、授
業に対して受け身の生徒がまだ多く、生徒が学びの必然性を感じ、主体的に学習に取り組
めるようにするために「生徒が問いをもつ授業づくり」を目指している。
・検定に挑戦することを通して自信を持った生徒が増えており、授業の延長、主体的な学
びの一環として「検定に挑戦することをよし」とするムードが醸成し始めた。

問いを創る授業について探究する

①「はてなプロジェクト」（生徒が「問い」をもつ授業づくり）を学期に1回
実施する。
②指導と評価の一体化について意識した実践を重ねる。

〇生徒が「問い」をもつ授業（主体的・対話的で深い学び）
〇わからないことがわからないといえる授業（誰一人見捨てない、生徒指導
三機能）

与えられた情報を整理
できる。

自分の意見や考えを集
団の前で話すことがで
きる。

集団や他者との中で、
他者を気づかえる。

所属する一員としての
自覚を持つ。

めざす授業の姿

研究

内容等

テーマ

自分自身の「思いや
り」について評価し、
示すことができる。

自分自身の「能動的市
民性」について評価
し、示すことができ
る。

情報を収集するととも
に、分析・活用しなが
ら、問題を発見し、そ
の問題解決を目指すこ
とができる。

多様な人たちに、相手
の立場や背景を考えな
がらわかりやすく伝え
ることができる。

周囲の幸せを考えるこ
とができ、集団や他者
に対して、思いやりを
持って行動することが
できる。

社会をよりよくしよう
と、社会の主体として
の意識を持ち、社会が
よりよくなるために行
動できる。

自分自身の「思考・想
像力」について評価
し、示すことができ
る。

自分自身の「表現力」
について評価し、示す
ことができる。

　思考・創造力　　表現力　　思いやり　　能動的市民性

○ 主体的に学び　よく考える生徒　○ 自分なりに表現し伝え合う生徒
○ 思いやりのある生徒　　　　　　○ 人や社会に貢献しようとする生徒

○住み続けられる町づくりを考えることを目的にした学習を核に各教科等と関連づけ
たカリキュラムを実施することで、めざす子ども像に迫る取組を行う。
○生徒の実態を細やかに分析し、生徒のつまずきの要因に対応した指導と支援を行
う。

福山に愛着と誇りを持ち、
変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。

思考・創造力 表現力 思いやり 能動的市民性

レベル３

中学校区として統
一した取組等

育成する力
(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす
子ども像 レベル2

レベル1

現　状

有為の人
　～夢の実現にむけ、真摯に努力する生徒の育成～

2024

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状 育成する力
(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす子ども像

(義務教育修了時の姿)

ミッション

学校教育目標

○子どもに力をつけるために、
先生方が新しい手法・ツールを
模索しながら、多様な取り組み
をされている。
●保護者・地域住民への積極的
な情報発信を行い、連携をさら
に深めて欲しい。

●不登校出現率が高い。
●体力テストにおいて、県の平
均値以上の項目が少ない。
○地域行事やボランティア活動
に主体的に参加する児童・生徒
が年々増えている。

　 日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。

(令和 年度)

　　　　2025年(令和7年)2月18日

　「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと、各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、

学校評価自己評価表

　福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。

年度

最終更新日

6 学校校番中学校区幸千 福山市立 幸千中

ミ ッ シ ョ ン
ビ ジ ョ ン
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(管理規則第３条実施要領　別紙様式） Ｎｏ.(2)

・引き続き、全国学力・学
習状況調査や各種調査など
の分析を通して、生徒の実
態（課題など）をとらえ、
それらを踏まえた、生徒の
学力を高めるための単元づ
くり・授業づくりをすべて
の教科で推進する。

・全ての生徒が安心して学校生活を

送ることができるよう、相談しやす

い環境作りおよび生徒との信頼関係

構築に努める。また、日々の学習活

動において意図的に価値付けを行

う。

・生徒が参加しようと思えるボラン

ティア活動を目指し、活動内容を生

徒自身に考案させるとともに、地域

や学校の課題やニーズに即した取り

組みを行う。

・ライフスキル教育プログラムを基

盤とし、自分で決めることの意義を

生徒に実感させ、自己有用感を与え

る。

・体力・運動能力調査にお
いて全国平均値以上の項目
が少なく基礎的な体力づく
りが必要である。引き続
き、体育の中で、基礎体力
の向上に係る種目の継続実
施を行う。
・授業の中で他者との協力
や励ましが実感できる場の
設定を行い、自己肯定感を
高め、運動に意欲的に取り
組める生徒を育む。
・朝食についての意識付け
を行い、生活習慣の改善を
図る。
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・教員の柔軟な授業実践
についての肯定的評価は
100％であった。
・生徒の学びの状況の肯
定的評価は85.2％で
あった。
・授業参観週間の実施や
校内研修の実施などを通
して、教員同士が授業を
見合うことで単元を意識
した授業づくりなどにつ
いて意識を高めることが
できた。
・定期試験等で習得した
知識を活用して解決を図
る問題を各自で作成、実
施する取組を進めた。

・担任を中心とした生徒
との関係作りを進めてい
る。（不登校出現率
5.87％：12月末現在）
・月１回のボランティア
活動を実施している。
（生徒アンケート「ボラ
ンティア活動」に積極的
に参加している47％）
・自分で目標を決め、学
びに向かっている生徒の
割合　89％

・体育の授業開始の補強
運動で、腹筋運動を行う
など筋力・筋持久力向上
につながる運動の取組を
実施することができた。
・体育的活動の場面にお
ける協働的な活動に対す
る肯定的評価は、94％
であった。
・朝食摂取状況につい
て、12月実施のアン
ケートにおける結果は
「毎日食べている」が
78％、毎日ではないが
「週5日以上食べてい
る」が9％であった。

・体育の授業で、筋力・
基礎体力の向上に係る種
目の継続実施。
・授業の中で協働的な学
習の場面を与え、他者と
の協力や励ましの中で自
己肯定感が高まる取組を
行う。
・生徒が生活習慣の改善
や食育の推進の機会をも
つ。

・ライフスキルプログラ
ムの実施および取組内容
の全校周知。
・各種検定の推進（検定
の意義および実施計画・
結果等の周知）。
・ボランティア活動の企
画（月に１回）と活動成
果の周知。

・生徒が課題意識をもっ
て学習に取り組めるよう
な単元・授業づくりを探
究する。

・指導と評価の一体化を
意識した実践を重ねる。

・不登校出現率（諸問題
集計にて７％以下）
・生徒アンケート「ボラ
ンティア活動に積極的に
参加している」60％以
上
・生徒アンケート「自分
で目標を決め、学びに向
かっている」85％以上

・体力・運動能力調査に
おいて、筋力・筋持久力
の項目を全国平均値以上
にする。
・生徒アンケートにおい
て体育的活動の場面にお
ける協働的な活動に対す
る肯定的評価が８０％以
上
・朝食摂取状況
（生徒アンケート関連項
目において肯定的評価
90％）

・教員が生徒の変化に応
じ、柔軟な授業の実践(教
職員100NENｱﾝｹｰﾄ関連
項目において肯定的評価
90％以上）
・生徒の学びの状況（生
徒アンケート関連項目に
おいて肯定的評価80％
以上）
・全国学調/伸び調査/各
種調査（昨年度結果より
上昇）

3

2 2

継
続

継
続

・自分で決めて実行し成
功する体験を通して生徒
に自信を育む。
・生徒がボランティア活
動を企画・運営する。

・自尊感情、自己肯
定感、自己効力感の
高い生徒の育成
・一人一人の多様な
幸せであるとともに
社会全体の幸せでも
あるWell-beingの理
念の実現

・主体的・対話的で
深い学びの推進
・教員の授業力の向
上と生徒に対する確
かな学力の育成

★

・主体的に体力の向上に
取り組む態度を育む。
・運動の楽しさを実感
し、健康を大切にする態
度を育む。

・生徒の主体的に学ぼう
とする態度を育む。
・教員の学びをファシリ
テートする力・単元を構
想する力を高める。

5

2

2

・生涯にわたって運
動に親しむととも
に、健康の保持増進
と体力の向上を目指
す生徒の育成

継
続

評価指標
□指標に係る
   取組状況

プロセス

評価

福山市立

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

達成

評価

学校幸千中

改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

・教員の柔軟な授業実践
についての肯定的評価は
97.1％であった。
・生徒の学びの状況の肯
定的評価は84.4％で
あった。
・全国学力学習状況調査
においては、国語につい
て正答率が福山市の平均
値に追いついた。学力の
伸び調査においても、国
語について学力が伸びた
生徒の割合が、市平均よ
りも上回った。（３年＋
3.0ポイント、２年＋
4.9ポイント）

・担任を中心とした生徒
との関係作りを進めてい
る。（不登校出現率
3.9％：７月末現在）
・月１回のボランティア
活動を実施している。
（生徒アンケート「ボラ
ンティア活動」に積極的
に参加している48％）
・自分で目標を決め、学
びに向かっている生徒の
割合　86％

・体力・運動能力調査に
おいて、筋力・筋持久力
の項目で全国平均値以上
は1種目であった。
・体育的活動の場面にお
ける協働的な活動に対す
る肯定的評価は、92％
であった。
・朝食摂取状況につい
て、7月実施のアンケー
トにおける結果は「毎日
食べている」が76％、
毎日ではないが「週5日
以上食べている」が
13％であった。

・各教科で付けたい力を
明確にして、生徒の思考
場面を意識した単元構想
シートを作成し授業を行
う。
・教員同士が授業づくり
について学び合うため
に、授業参観週間を設定
する。
・定期試験等で習得した
知識を活用して解決を図
る問題を作成し、実施す
る。

・新規の不登校生徒発生
に対応するため、担任を
中心とした計画的な教育
相談の実施を行う。
・生徒が参加しようと思
える（ボランティア）活
動内容を計画するととも
に、ボランティア部を中
心に参加の呼びかけを行
う。

・体育の授業開始後の補
強運動で、筋力・筋持久
力に関わる運動を継続的
に実施する。
・授業の中で他者との協
力や励ましが実感できる
場の設定を行う。
・生徒会を中心に朝食の
必要性や意義を啓発する
活動を行うとともに、学
年通信などを活用し、保
護者への生活習慣の改善
について呼びかけを行
う。
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3

総合

評価
改善方策

プロ

セス

評価

達成

評価

4
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(管理規則第３条実施要領　別紙様式） Ｎｏ.(3)

・職員室での教職員の対話
は質的向上を感じる。授
業、学級経営、生徒指導、
研究等について職員同士で
対話する姿がよく見られ
た。今後は職員の対話から
新しい課題そして解決に向
けての方策や取組が生まれ
るコミュニケーションの場
を作っていく。
・次年度は対話やコミュニ
ケーションから派生した課
題を具体的にし、解決して
いく職員集団を目指し、生
徒主体の学びの実現と、確
かな学力の定着を目指す。

3 4 4

・教科の面白さを実感で
きている教員の割合
100％
・授業づくりを行う時間
の確保ができている教員
の割合　83.4％
・自分の個性が認められ
ていると感じる教員の割
合　94.5％
 上記アンケート結果より
前期よりも数値上昇が見
られる。またアンケート
項目における「仕事にや
りがいを感じている」で
の肯定的評価は100％で
あり、職員全員が生徒主
体の学びに向け邁進して
いると言える。

・業績評価（自己申告）
書で、教職員一人一人が
やりがいの持てる目標を
設定する。
・チーム幸千として協働
的で支え合える組織体制
を構築する。
・カリキュラムマネジメ
ントを意識し、生徒の資
質能力を育み、教職員一
人一人の持ち味を生かし
た持続可能な教育課程を
編成する。

・教員が教科の面白さを
実感（100NEN教育ア
ンケート関連項目におい
て肯定的評価85％以
上）
・授業づくりを行う時間
の確保（100NEN教育
アンケート関連項目にお
いて肯定的評価80％以
上）
・個性が認められている
(100NENｱﾝｹｰﾄ関連項
目において肯定的評価
85％以上)

3 4
継
続

・教職員どうしの対話、
コミュニケーションを深
める。
・組織マネジメントを確
立する。

3

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

5

4

3

2

目標を大幅に達成し、十分な成果をあげた。

4

3

2

[プロセス評価の評価基準]
評点 評価基準 評点 評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

・教職員が元気、笑
顔で勤務できる環境
の充実
・教職員が個性を発
揮しながら、生徒と
ともに自ら挑戦し続
けることができる環
境づくり

８０％以上１００％未満の達成度

評点

5

評価基準

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解決があまり図ら

れなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解決が図られな

かった。
1

4

3

2

1

目標を概ね達成し、望ましい成果をあげた。

目標をある程度達成し、一定の成果をあげた。

目標を下回り、成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り、成果が認められなかった。

5

1

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分

に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られ
た。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決があ

る程度図られた。

４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

・教科の面白さを実感で
きている教員の割合
100％
・授業づくりを行う時間
の確保ができている教員
の割合　82.4％
・自分の個性が認められ
ていると感じる教員の割
合　85.3％
・今年度前半は、指標と
して設定した項目の目標
値を上回ることができ
た。引き続き、教職員が
働き甲斐を感じられる環
境づくりに尽力してい
く。

・教職員が意欲を持って
勤務できる環境をつくる
ために、組織づくり、業
務改善、持続可能な取り
組みを、教職員と一緒に
なって考えながら、更に
充実させていく。
・教職員一人一人が子ど
もたちを高めるため、自
分自身を高めるためにや
りたいことや取り組んで
みたいと考えることに対
して、積極的に後押しす
るとともに、必要な支援
を行っていく。
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